
大津市がん対策に関する調査結果報告書

【 概 要 版 】

令和6年3月

■事業所調査

 調査地域 大津市全域

 調査対象 大津市内事業所1,600件

 調査期間 2023年11月～12月

 調査方法 郵送配布/郵送回収

 回収結果 有効回収数 512 回収率 32.0％

■市民意識調査

 調査地域 大津市全域

 調査対象 市内在住20歳以上75歳未満の住民3,000名を無作為抽出

 調査期間 2023年11月～12月

 調査方法 郵送配布/郵送回収

 回収結果 有効回収数 1,005 回収率 33.5％
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こわいと思わない どちらかといえばこわいと思わない

どちらかといえばこわいと思う こわいと思う

わからない 無回答

Ⅰ．市民意識調査
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１．がんに関する印象と認識について

◆がんに対する印象

≪あなたは、がんについてどのような印象を持っていますか≫

 大津市民のがんに対する印象は「こわいと思う」「どちらかといえばこわいと思う」を合わせ
ると88.8％となっており、令和2年と比較するとわずかに減少しました。



がんは検診などにより早期に発見する
ことが可能である

初期のがんは自覚症状が現れないこと
が多い

多くのがんは早期発見により治癒が可
能である

がんの治療方法には、大きく手術療
法、薬物療法、放射線療法がある

乳がんや子宮頸がんのように若い世代
で増えているがんもある

日本では、２人に１人が、将来、がんに
かかると推測されている

がんは、入院治療後は定期的に通院し
ながら治療・療養する場合がほとんど
である

がん全体の５年生存率は６０％を超え
ている

日本では、男性の４人に１人、女性の６
人に１人が、がんで死亡している

日本人のがんの原因の約２０％は、ウ
イルスや細菌の感染によるものと推測
されている

特にない
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◆がんについて知っていること

≪がんについてあなたが知っていることは何ですか≫

 がんについて知っていることでは、「がんは検診などにより早期に発見することが可能であ
る」が8割を超えて、最も高く、次いで「初期のがんは自覚症状が現れないことが多い」が
77.2％となっています。その他の項目は7割以下ですが、概ね令和2年よりも増加しています。

 中でも「若い世代で増えているがんもある」や「日本では、2人に1人が、がんにかかると推測
されている」が前回よりも１０ポイント以上増加しました。



令和5年度　40～69歳

（N＝627）

令和2年度　40～69歳

（N＝730）

平成28年度　40～69歳
（N＝703）

13.7

14.1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答

大腸がん検診

40～69歳（N＝627）

肺がん検診

40～69歳（N＝627）

胃がん検診

50～69歳（N＝474）

子宮頸がん検診

20～69歳（N＝480）

乳がん検診
40～69歳（N＝353)
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大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答
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2．各がん検診受診状況

◆がん検診の受診状況

≪国の指針で受診を特に推奨する年齢におけるがん検診の受診状況≫

≪国の指針で受診を特に推奨する年齢における各がん検診の受診状況推移≫

①大腸がん検診

 大津市のがん検診対象年齢におけるがん検診の受診状況をみると、検診を受けた計は、肺がん
検診が最も高く61.9％、次いで大腸がん検診が61.1％でした。国の指針で受診を特に推奨する年
齢では、検診を受けた計は、肺がん検診が最も高く62.4％、次いで大腸がん検診が61.7％でし
た。どちらの対象年齢でも、その他のがん検診の受診率は6割に届いていません。

 各がん検診とも、令和2年より「職場の検診を受けた」割合が増加しています。

大腸がん検診
40歳以上（N＝781）

肺がん検診
40歳以上（N＝781）

胃がん検診
50歳以上（N＝628）

子宮頸がん検診
20歳以上（N＝562）

乳がん検診
40歳以上（N＝435）
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5.9

4.8

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答

≪大津市のがん検診対象年齢におけるがん検診の受診状況≫



令和5年度　20～69歳

（N＝480）

令和2年度　20～69歳

（N＝536）

平成28年度　20～69歳
（N＝560）

25.4

25.2

24.6

16.9

9.7

11.6

15.8

19.0

14.6

38.3

44.4

43.0

3.5

1.7

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答

令和5年度　50～69歳

（N＝474）

令和2年度　50～69歳

（N＝508）

平成28年度　50～69歳
（N＝528）
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大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答

令和5年度　40～69歳

（N＝627）

令和2年度　40～69歳

（N＝730）

平成28年度　40～69歳
（N＝703）

11.5
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34.3

35.9

38.1
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答
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②肺がん検診

③胃がん検診

④子宮頸がん検診



大腸がん検診

40歳以上（N＝781）

肺がん検診
40歳以上（N＝781）

胃がん検診

50歳以上（N＝628）

子宮頸がん検診
20歳以上（N＝562）

乳がん検診
40歳以上（N＝435）

39.8

47.2

34.7

37.7

37.9

23.2

17.0

21.3

20.8

21.6

11.5

7.8

22.9

19.8

23.7

22.8

25.4

16.4

17.8

13.3

2.7

2.6

4.6

3.9

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

定期的に受けている 定期的ではないが、数年に１回受けている

５年以上受けていない 今まで一度も受けたことがない

無回答

令和5年度　40～69歳

（N＝353）

令和2年度　40～69歳

（N＝388）

平成28年度　40～69歳
（N＝380）

21.0

20.9
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大津市の検診を受けた 職場の検診を受けた 個人的に受けた 受けなかった 無回答
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⑤乳がん検診

◆継続受診の状況

≪あなたはがん検診を定期的に受けていますか≫

 継続受診の状況では、「定期的に受けている」が最も高いのは肺がん検診で47.2％となってい
ます。肺がん検診は継続受診率が高い一方で、「今まで一度も受けたことがない」の割合も他
の検診より高くなっています。

 令和2年と比べて、子宮頸がん検診で「定期的に受けている」の割合が増加しています。また、

乳がん検診では「今まで一度も受けたことがない」の割合が減少しています。その他の検診で
は、あまり変化はみられません。



令和5年度　50歳以上

（N＝628）

令和2年度　50歳以上
（N＝691）

平成28年度　50歳以上

（N＝677）
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定期的に受けている 定期的ではないが、数年に１回受けている

５年以上受けていない 今まで一度も受けたことがない

無回答

令和5年度　40歳以上

（N＝781）

令和2年度　40歳以上
（N＝913）

平成28年度　40歳以上

（N＝852）

47.2

46.7
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定期的に受けている 定期的ではないが、数年に１回受けている

５年以上受けていない 今まで一度も受けたことがない

無回答

令和5年度　40歳以上

（N＝781）

令和2年度　40歳以上
（N＝913）

平成28年度　40歳以上

（N＝852）

39.8

40.4

36.4

23.2

24.1

24.8
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8.7
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23.8
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定期的に受けている 定期的ではないが、数年に１回受けている

５年以上受けていない 今まで一度も受けたことがない

無回答
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≪がん検診対象年齢における各がん検診の継続受診状況推移≫

①大腸がん検診

②肺がん検診

③胃がん検診



令和5年度　40歳以上

（N＝435）

令和2年度　40歳以上
（N＝480）

平成28年度　40歳以上

（N＝459）

37.9

37.9

30.9

21.6

21.3

21.1

23.7

19.4

15.3

13.3

17.3

25.1

3.4

4.2

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

定期的に受けている 定期的ではないが、数年に１回受けている

５年以上受けていない 今まで一度も受けたことがない

無回答

令和5年度　20歳以上

（N＝562）

令和2年度　20歳以上
（N＝628）

平成28年度　20歳以上

（N＝639）

37.7

31.7

30.0

20.8

24.5

22.7

19.8

16.9

15.0

17.8

21.8

25.2

3.9

5.1

7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

定期的に受けている 定期的ではないが、数年に１回受けている

５年以上受けていない 今まで一度も受けたことがない

無回答
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④子宮頸がん検診

⑤乳がん検診



症状がなく、必要性を感じないから

職場健（検）診の内容にないから

検査内容が苦痛だから

忙しくて時間がとれない
（仕事のため）

心配な時にはいつでも医療機関を
受診できるから

退職して検診の
機会が無くなったから

検診に費用がかかるから

32.0

17.6

10.6

9.2

8.1

7.7

7.4

33.8

11.9

3.3

9.3

8.9

6.3

7.1

27.5

10.5

14.9

5.1

13.0

8.7

5.1

24.4

8.0

15.5

8.8

8.0

4.6

3.4

30.1

7.7

18.6

8.7

11.5

5.5

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

大腸がん検診

40歳以上（N＝284）

肺がん検診

40歳以上（N＝269）

胃がん検診

50歳以上（N＝276）

子宮頸がん検診

20歳以上（N＝238）

乳がん検診

40歳以上（N＝183）
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◆がん検診を受けなかった理由

≪受けなかった理由：上位項目≫

 がん検診を受けなかった理由では、どのがん検診でも「症状がなく、必要性を感じないから」

が最も高くなっています。次いで、大腸がん検診、肺がん検診では「職場健診の内容に
ないから」が高く、胃がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診では「検査内容が苦痛
だから」が高くなっています。



がん検診の個別の案内がないから

忙しくて時間がとれない
（仕事以外で）

がんが見つかるのがこわいから

がん検診の受け方が
わからないから

医療機関に行くことに
抵抗感があるから

検診の対象年齢ではないから

すでに治療を受けているから

ウイルス・細菌に感染しないか
心配だから

6.0

6.0

4.9

3.2

3.2

2.1

1.4

0.0

8.2

6.3

4.1

3.7

3.3

4.8

0.7

0.0

5.8

3.6

3.6

3.3

2.5

1.1

2.2

0.7

2.5

7.6

3.8

1.7

10.5

2.5

1.7

0.4

3.8

9.3

4.9

0.5

7.1

3.3

2.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40%

大腸がん検診

40歳以上（N＝284）

肺がん検診

40歳以上（N＝269）

胃がん検診

50歳以上（N＝276）

子宮頸がん検診

20歳以上（N＝238）

乳がん検診

40歳以上（N＝183）
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≪受けなかった理由：下位項目≫



全体
(N=512)

5人未満
(N=117)

5～9人
(N=101)

10～19人
(N=94)

20～49人
(N=89)

50～99人
(N=46)

100人以上
(N=43)

58.5

38.5

54.4

54.2

72.0

80.4

90.7

0.6 

0.0 

1.0

1.1

0.0 

2.2

0.0 

39.5

59.8

43.6

43.6

25.8

17.4

9.3

1.4

1.7

1.0

1.1

2.2

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取り組みをしている 現在取り組みについて検討中である

特に取り組みをしていない 無回答

Ⅱ．事業所調査
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１．事業所におけるがん対策の取り組みについて

◆がん予防やがん検診の受診促進のための取組

≪がん予防やがん検診の受診促進のために、貴事業所で取り組んでいることがありますか≫

大津市に拠点を置く事業所で、がん予防やがん検診の受診のために、「取り組みをし
ている」事業者は全体で58.5％となっています。

従業員規模別でみると、「取り組みをしている」割合は、5人未満で38.5％で、従業員
規模が大きくなるほど、取り組みをしている割合も増加し、100人以上では90.7％と
なっています。

取り組みの内容をみると、「従業員に対するがん検診を実施している」は従業員規模
100人以上で67.4％、一方、従業員規模5人未満では12.0％となっており、勤め先の従業
員規模でがん検診の受診率に大きく差があると考えられます。



従業員に対するがん検診を実施し
ている

従業員が個々にがん検診を受診す
る際の費用に対して助成する

がん検診実施場所（市町のがん検
診・人間ドックなど）を紹介している

事業所内の広報誌やイントラネット
にがん検診の情報や受診勧奨の記
事を掲載している

がん予防の啓発（研修会の開催・ポ
スター掲示・リーフレット配布など）を
行っている

がん検診の個別の受診勧奨を行っ
ている

健康経営優良法人（経済産業省・
日本健康会議）の認定を受けてい
る、又は目指している

健康づくりや検診を積極的に受けて
いる従業員にインセンティブを付与
する仕組みがある

12.0

6.8

6.8

0.9

13.7

8.5

3.4

0.9

13.9

14.9

13.9

5.9

15.8

21.8

6.9

2.0

26.6

12.8

12.8

3.2

10.6

16.0

9.6

1.1

27.0

16.9

15.7

5.6

24.7

21.3

11.2

4.5

28.3

13.0

26.1

10.9

30.4

10.9

17.4

4.3

67.4

53.5

34.9

34.9

30.2

27.9

18.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5人未満（N＝117）

5～9人（N＝101）

10～19人（N＝94）

20～49人（N＝89）

50～99人（N＝46）

100人以上（N＝43）

11

≪がん予防やがん検診の受診促進のために、貴事業所で取り組んでいることの内容≫



令和5年度
（N＝512）

令和2年度
（N＝546）

平成28年度
（N＝754）

55.5

49.7

52.8

36.3

38.8

37.4 

8.2

11.5

9.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答

胃がん検診

(N=512)

大腸がん検診

(N=512)

肺がん検診

(N=512)

子宮頸がん検診

(N=512)

乳がん検診
(N=512)

55.5

47.9

46.7

30.2

35.5

36.3

41.2

41.6

55.5

51.6

8.2

10.9

11.7

14.3

12.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答

12

≪各種がん検診の実施状況≫

◆各種がん検診の実施状況

≪各種がん検診の実施状況経年推移≫

①胃がん検診

 大津市に拠点を置く事業所の各種がん検診の実施状況は胃がん検診が55.5％で最も高く、大腸
がん検診、肺がん検診が40％台後半で続いています。子宮頸がん検診、乳がん検診の実施率は
30％台に留まっています。

 令和2年と比較すると、胃がん検診の実施率が増加しています。その他のがん検診の実施率は
あまり変化はありません。



令和5年度
（N＝512）

令和2年度
（N＝546）

平成28年度
（N＝754）

30.2

34.7

36.3

55.5

50.5

51.7

14.3

14.8

11.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答

令和5年度
（N＝512）

令和2年度
（N＝546）

平成28年度
（N＝754）

46.7

47.4

47.1

41.6

40.3

41.2

11.7

12.3

11.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答

令和5年度
（N＝512）

令和2年度
（N＝546）

平成28年度
（N＝754）

47.9

48.3

48.9

41.2

40.3

40.8

10.9

11.4

10.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答

13

②大腸がん検診

③肺がん検診

④子宮頸がん検診



全体
（N=512）

5人未満
（N=117）

5～9人

（N=101）

10～19人
（N=94）

20～49人
（N=89）

50～99人

 （N=46）

100人以上

（N=43）

不明無回答

（N=22）

62.3

45.3

55.4

61.7

73.0

80.4

90.7

50.0

30.9

45.3

37.6

29.8

23.6

19.6

7.0

27.3

6.8

9.4

6.9

8.5

3.4

2.3

22.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1つ以上がん検診を実施している 全くがん検診を実施していない 無回答

令和5年度
（N＝512）

令和2年度
（N＝546）

平成28年度
（N＝754）

35.5

34.4

36.2

51.6

50.4

52.3

12.9

15.2

11.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施している 実施していない 無回答
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⑤乳がん検診

◆事業所規模別にみるがん検診の実施状況

 大津市に拠点を置く事業所で、1つ以上がん検診を実施している割合は62.3％です。
 事業所規模別で各種がん検診の実施状況をみると、5人未満で45.3％で、従業員数が多くなるほ
ど実施率は高くなり、100人以上になると90.7％となっています。



20～29歳
（N＝82）

30～39歳
（N＝131）

40～49歳
（N＝153）

50～59歳
（N＝232）

60～69歳
（N＝242）

70～74歳
（N＝154）

24.4

22.9

23.5

17.2

16.1

21.4

34.1

38.2

48.4

51.7

46.7

44.2

24.4

18.3

9.2

11.6

17.8

9.7

2.4

3.1

9.2

6.0

9.5

7.8

1.2

1.5

1.3

1.7

1.7

5.2

3.7

4.6

2.6

3.4

2.5

6.5

0.8

0.8

1.2

2.3

1.3

0.9

8.5

8.4

3.9

6.9

4.1

2.6

0.7

0.4

0.8

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅で最後まで療養したい

自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に入院したい

自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院したい

なるべく早く、緩和ケア病棟に入院したい

なるべく早く、今まで通った（または現在入院中の）医療機関に入院したい

専門的医療機関（がんセンターなど）で積極的に治療を受けたい

老人ホームなど介護施設に入所したい

その他

わからない

無回答

Ⅲ．市民意識調査と事業所調査をふまえて

15

１．療養生活・仕事と治療の両立について

◆がんと診断され、治ることが難しいと告げられた場合に希望する
療養生活の場所【市民意識調査】

≪あなたご自身が、がんと診断され、治ることが難しいと告げられた場合、退院後の療養生活を
どこで送りたいですか≫

 希望する療養生活の場所では「自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に入院したい」が
どの年代でも最も高くなっています。



全体

（N=512）

がん患者がいた

（N＝117）

がん患者は

いなかった

（N＝312）

わからない

（N＝70）

55.1

68.4

49.7

61.4

34.8

26.5

40.7

25.7

4.1

1.7

5.1

4.3

2.9

0.9

2.6

7.1

3.1

2.6

1.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

必要性を感じている どちらかというと必要性を感じている

どちらかというと必要性を感じていない 必要性を感じていない

無回答

16

◆仕事と治療の両立ができる職場の必要性について【事業所調査】

≪仕事と治療の両立ができる職場の必要性について≫

◆仕事と治療を両立する上で必要な情報提供【事業所調査】

 大津市に拠点を置く事業所の9割が「仕事と治療の両立ができる職場」の必要性を感じている
と回答しており、特に、過去、がん患者がいた経験のある事業所の方が、必要と感じている割
合が高くなっています。

 仕事と治療を両立する上で必要な情報提供を事業規模別でみると、どの規模の事業所でも「従
業員が相談できる相談窓口の情報」が最も高く、次いで「事業者が相談できる相談窓口の情
報」となっています。

 100人以上の事業所では、「事業所内での従業員教育などに使える保健師などによる出前講座
の紹介」を約4分の1の事業所が必要と回答しています。



従業員が相談できる
相談窓口の情報

事業者が相談できる
相談窓口の情報

大津市のがん検診に関する情報

がんに関する基本的な知識

がん患者等の就業継続などに
関する制度

がん患者等の就業継続などに
関する他社の取り組み事例

事業所内での普及啓発に使える
パンフレット等の紹介

がんに関するセミナーやイベントな
どの開催情報

事業所内での従業員教育などに
使える保健師などによる
出前講座の紹介

38.5

36.8

18.8

22.2

19.7

17.1

5.1

4.3

0.9

36.6

35.6

28.7

25.7

20.8

16.8

18.8

7.9

4.0

46.8

31.9

27.7

20.2

20.2

9.6

12.8

3.2

6.4

43.8

34.8

22.5

32.6

32.6

23.6

12.4

5.6

7.9

45.7

45.7

26.1

13.0

19.6

21.7

23.9

10.9

2.2

44.2

37.2

27.9

37.2

20.9

23.3

27.9

16.3

25.6

0% 20% 40% 60%

5人未満（N＝117）

5～9人（N=101）

10～19人（N＝94）

20～49人（N=89）

50～99人（N=46）

100人以上（N=43）

17

≪がんの予防や早期発見、がんに罹患した従業員の仕事と治療の両立を実現するために、大津市
から事業所に対して、どのような情報提供があれば良いと思いますか≫




